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Application of Twitter List Function as Social Bookmarks
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近年,マイクロブログサービスである Twitterが脚光を浴びており,ビジネス・研究分野において,様々な分析やサー
ビスが発表されている.本論文では Twitterのリスト機能に注目する.リスト機能は,ユーザーを整理するための機能で
あるが,同時にユーザーへのソーシャルブックマーク（ＳＢＭ）と捉えることができる.既存のＳＢＭ分析の手法を適用
することで,Twitterユーザーの属性抽出や特徴語抽出を行う.

1. はじめに

近年,ブログや SNSをはじめとするソーシャルメディアサー

ビスが注目を浴びている. ソーシャルメディアとは,一般のユー

ザーが情報を作り出し,発信していくメディアのことである.

その中でも特にマイクロブログサービスの 1つであるTwitter

が世界的に急成長を遂げている. 現在,登録ユーザーは 1億 500

万人,1日あたりの新規ユーザー獲得数が 30万人,2009年～2010

年の成長率は 700% 超えており, 最も大きなWebサービスの

1つであると言える.

Twitterのサービス開始当初から,Twitterを活用した研究に

ついては様々な試みがなされてきたが, ユーザー数の増加に伴

い,ここ 1年で Twitterを対象とした研究の数は急速に増して

きている. Twitter研究会や各研究会のでの特集など,Twitter

に注目する学術コミュニティにも増加している. Java らは

Twitterをソーシャルネットワークと捉え,ソーシャルネット

ワーク分析の手法を用いて Twitterのネットワーク分析を行っ

た [Java 07].榊らは Twitterのリアルタイム性を利用し,リア

ルタイムな地震検出手法を提案している [Sakaki 10].

本研究では,Twitterのリスト機能に注目する. リスト機能と

は,各ユーザーが自分のリンクのあるユーザー (Twitterでは,

リンクすることを follow,followしているユーザーを friendsと

呼ぶ）を整理するための機能である. 具体的には,自分のFollow

しているユーザーをいくつかのグループにグルーピングし,各

グループに名前をつける機能である.1つ 1つのグループをリ

スト,リストにつけた名前をリスト名と呼ぶ.

このリスト機能は,前述の通りユーザーを整理する機能であ

るが,視点を変えれば,図 1のように「自分の friendsにリス

ト名でタグ付けをしている」と考えることができる. つまり,

ユーザーによるユーザーへのソーシャルブックマーク機能であ

ると考えられる. このような考え方を用いて,ユーザーの属性

分析を行うサービスも存在している∗1.

ソーシャルブックマークの研究については,ソーシャルブック

マークにおける FolksonomyをActor-Concept-Instanceによ

る 3層構造を持つグラフと定義し、Folksonomyを Ontology

に拡張する可能性について言及した Peter Mika による研究

[Mika 05]や, Folksonomyにおけるユーザーのリンクを用い,
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図 1: ユーザーによるユーザへのＳＢＭ

そのネットワークを活用する新しいソーシャルブックマークサー

ビスを提案した大向らによる研究が挙げられる [Ohmukai 05].

本研究ではソーシャルブックマークを対象とした研究に用い

られる手法を用いて, 既存研究とは違った角度から Twitterを

分析することを目指す. 具体的には,リスト名によるユーザー

の属性判別,同一リスト名に共通する特徴語の抽出を行った。

2章では,データの整備および全世界と日本でのリスト機能

の使われ方の違いについて分析する. 3章ではリスト名を使っ

たユーザー属性の判別の手法について言及する. また,4章では

同じ名前を持つリストを代表するようなキーワードの抽出, 6

章では,議論と今後の研究について述べる.

2. リスト機能についての分析

本章では,分析対象とするデータの収集方法について説明す

るとともに, データの集計値からリストの使われ方について分

析する.

2.1 データの整備

本研究で用いるデータは以下のような手順により収集した.

1. 2009年 12月 22日～29日に Tweetを投稿したユーザー

から 60万人を抽出

2. ユーザーがリストを作成している場合,そのリスト名をす

べて収集
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表 2: 高頻度に使用されるリスト名
順位 世界 日本

1 friends 71297 bot 16035

2 news 47185 news 8037

3 music 42466 conversationlist 6044

4 celebs 27255 music 4315

5 conversationist list 3193

6 amigos 17164 friends 2623

7 bot 16106 famous 2155

8 celebrities 15660 met 11185

9 sports 14542 info 1395

10 media 13971 who-i-met 1186

3. 収集した各リストについて,リストに含まれるメンバーを

すべて収集

2.2 リスト機能の使われ方の違い
取得したデータについて,各統計情報により, 日本と全世界

でのリスト機能の使われ方を比較する.

表 1 は全世界および日本でのリスト所有比率や 1ユーザー

あたりのリスト数になどの単純統計量である. これを見ると,

いずれの統計量も若干の差はあるものの,ユーザー 1人あたり

のリスト所有比率や 1 ユーザーあたりのリスト数には大きな

違いはない. これより,リスト機能活用の度合いにおいては,日

本と全世界ではそれほど大きな差は無いと考えられる.

表 2 は, 全世界および日本での各リストのリスト名の集計

し, 出現頻度が高い順に 10 件抜き出したものである. これを

見ると,日本では”bot”が非常に多いことが分かる. また,”list”

や”info”という意味の無いリスト名をつける傾向が見て取れ

る. なお,Twitterにおける botとは,プログラムにより自動的

に呟きを投稿しているアカウントを意味している. また”met”

や”who-i-met”など自分の直接の知り合いを表すリスト名が上

位にランクされているのも日本の特徴である.

3. リスト名を用いたユーザーの属性判別

ソーシャルブックマークでは,ユーザーによってつけられた

タグによってブログ記事やニュースの投稿を分類し,検索を容

易にする. それと同様に,本章ではユーザーによってつけられ

たリスト名によってユーザーを分類し,検索することが可能で

あるかを検証する.

まずユーザー ui にリスト名 lm のリストに含まれる回数を

以下のように定義する.

N(ui, lm) (1)

ここで,リスト名 lmが与えられた場合, ある回数以上リスト

lm に含まれるユーザーは, lm というキーワードに関連が深い

と考えられる. そこで lm に関連するユーザーを以下のように

定義する.

Rel(lm) = U(ui|N(ui, lm) > nth) (2)

nth :閾値

この定義に基づき,あるキーワードに関連するユーザーの抽

出実験を行った. 実験の概要は以下の通りである.

表 3: リストによるユーザー分類実験
リスト名 精度 再現率 F値

politics 0.518(29/56) 0.707(29/41) 0.598

bot 1.000(100/100) - -

• 用いたリスト名：”politics”, ”bot”

• 対象リスト：日本語ユーザーのリストのみ

• ”politics”の正解データ：現役国会議員のアカウント

• ”politics”の閾値 nth = 5：F値が最も高くなるように設定

• ”bot”の正解データ：正解データの準備が困難なため,抽

出した上位 100ユーザーについて botかどうかを人手に

より判定

実験結果は表 3の通り.

実験結果に対する考察について,まず”bot”については 100%

の精度が得られている. これは botの定義が明確でリスト化さ

れやすい,”bot”というリスト名のリストが非常に多いことに起

因していると考えられる.

次に”politics”についてであるが,”bot”と比較すると精度は

それほど高くない. ただし,実際に誤って判別された例を検証

すると,オバマ大統領 (@BarackObama)や片山さつき元国会

議員 (@katayama s),自民党広報部 (@jimin koho)など, 語検

出のほとんどが実際には政治家,または政治関係の団体であっ

た. そのため精度の低さは,「現役国会議員のみ」という正解

データの起因するものであるといえる. また,再現率は 70%で

あるが,これは閾値を低く設定すれば 95%となり, ほぼすべて

の現役国会議員のアカウントを抽出することができる.

このようにリスト名を使うことで, ある程度の精度でユー

ザー分類が行うことができた.

4. リスト名による分類を用いた特徴語の抽出

本章では,リスト名によるユーザー分類を用いて, リスト名

に関連する語を抽出することを試みる.

手順は以下の通り.

1. Ret(lm)より,N(ui, lm)の上位 nu ユーザーを選ぶ

2. 各ユーザーについて,直近の呟き nt 件を取得する.

3. Ret(lm)に属するユーザーの呟き集合を Tw(lm)とする

4. 複数のリスト名について 1.,2.,3.を行う

5. ある語の wの呟き集合 Tw(lm)への出現回数を tfw(m),

語 wを含む呟き集合の数を dfw とし,各語の tfidf値を算

出する.

6. リスト名 lm 毎に,tfidf値の高い語を抽出し,それを lm の

特徴語とする.

本実験では,nu = 20, nt = 200 とし, またリスト名として

は, 表 5の語を用いた.

抽出された語は表 4の通りである. 細かく中身について見て

いくと, まず表 4を見ると,”news”,”media”においては「日経
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表 1: リスト機能の使用に関する単純統計量
項目 世界 日本

クロールユーザー数 107907 11653

収集リスト数 314891 32454

リスト所有比率 0.524(601259/314891) 0.616(32454/52709)

リスト数/1ユーザー 2.92(314891/107907) 2.78(32454/11653)

メンバー数/1リスト 10.5(3295519/314891) 9.49(307942/32454)

表 4: 抽出された特徴語 その１

news media art artist web iphone friend friends

ストーカー 今朝の空 sound,silence 美術店 sideA KENTHE390 ヨゴレ 元女房

キプロス 小名浜 ハーモニカ 正平 人の口コミ ShinjiHori クリノッペ 小指

殺人事件 デカルト 剣さん 妖怪マンガ 圧縮 HMDT 差押 8tracks

エイシス 開花状況 ８小節 Galleries Intel 林会長 supply auth

mokei 桜の開花状況 sound 原久路 南武線 KENTHE スペーサー ＾ω＾

橋下 蜃気楼 メルヴィル 仏教 nakatanigo NSArray 本予算 リリパ

子会社化 カタクリ ムッシュ ベルメール 飼い主 3.0. TAJO 9auth

日経平均 エリア化 綾小路 Moore Eメール インスタンス ( 差押禁止 道聴塗説

世界記録 スコア速報 f Gogh リアリティ iPhoneiPad RT@GIFT Japan 1 again

歩道橋事故 小名浜 (福島 フランス座 ギャラリー IntelCore installed wRT@simachoko ゆとりちゃん

高地 冬の天気分布 焼肉屋 テンパ 田口さん AirTags 予算書 REST

明石歩道橋 会見オープン 小節 楽部 IntelCorei terminal 梅子 al1 again

表 5: 特徴語抽出に用いたリスト名
art , artist , bot, bots, conversationlist, creator,

famous, friend, friends,info, iphone, list, media,

met, music, news, pixiv, politics, web, who-i-met

平均」「歩道橋事故」「開花状況」「高気圧の中心」など, 時事

関係の語が多く取れているのが分かる.

また”art”,”artist”では,「ハーモニカ」「8 小節」「美術店」

「Gogh」など, 音楽,美術に関する語が取得できている.

次に,”web”では「Intel」「Eメール」などの IT関係の語が,

”iphone”では「iPhone/iPad」「Airtags」といった iphoneに

関連する語が取得できている.

また.”friend”,”friends”では, ユーザー名が多く見受けられ

る. これは,Reply,Retweet などを頻繁に行っているために,

ユーザー名がつぶやきに含まれやすいためではないかと推測さ

れる.

このように,リスト名によって分類したユーザーのつぶやき

を取得することで, リスト名に特徴的な語を抽出することが可

能であると考えられる.

5. 結論

本論文では,Twitter のリスト機能をユーザーによるユーザ

へのソーシャルブックマークの一種と捉え, ソーシャルブック

マークの分析でよく使われるFolksonomyの手法を用いて,ユー

ザーの分類および特徴語の抽出を行った.

その結果,1.ユーザーの分類,2.特徴語の抽出,いずれにおい

ても既存手法の適用可能性を示した. ただし,あくまで今回は

試行的な論文であり,整備された正解データを準備することが

できなかったため, 数値評価は十分であるとは言えない.

今後の研究においては, 十分な数値評価を行った上で, 他の

ソーシャルブックマークの手法を用いてユーザの分類精度の向

上やキーワードによるユーザーの検索, リスト名の構造化, 特

徴語の抽出などさまざまな問題に取り組んでいくことを考えて

いる.
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